







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ここには含まれている。 信者 9 6 
「その他」 19名の内訳は，市会議員 1' 儀礼執行者 1 1 
仏像納入者2，近隣住人3，調査見学者3, 同業来訪者 8 
市役所職員 2，漢方薬業者とその家族6, 祭主とその家族 5 
友人l，シンパン妻 1で 男性11名，女性 玄金石親戚 5 
8名となる。またこの内，漢方薬業者家族 食母 5 
2名が韓国人，見学者 1名がイギリス人で その他 1 9 

















援，韓培浩 1979, p. 7では65%，李光套 1983, p.131では72%），祭主夫妻
もここに住んでいる。さらに生野区に隣接する東成区，平野区と東大阪市，八







































女性 7 6名 (7 9. 2%) 
男性 2 0名 (2 0. 8%) 










































現在も一部残っている，地域共同体の行事としての堂クッ（玄容駿 1985 p. 
22）は，在日社会では全く見られない。クッはすべて個別家族，または個人依
願によって行われる。 2. 流動化；済州島でみられた村ごとの担当シンパン













アメリカの都市社会学者C. S . Fischerは 大都市の少数民族社会ではホスト社
会の生活文化への同化の流れのなかで自らのアイデンティテイへの危機感が生
じると，改めて自覚的に選択された民族文化を再創造することで，そのアイデ








附記； この小論は「叶と在日亙俗寺院9.］誕生 一儀礼過程斗社会的 d）豆判ヨ
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頁 行 誤 正
6 8 稀本の大泥棒・ 稀~の大泥棒・
30 8 われわれモデルで考察 われわれのモデルで考察
33 23 主主年も前に労働価値税 30年も前に労働価値説
38 25 Selbtentfremdungを意識 Selb.§_tentfremdungを意識
80 1 1 I .関支儀礼の過程 I .開劇儀礼の過程
82 1 2 顕するもの，これを 顕するものιこれを
84 1 8 司会は金仁培氏，高宝と 司会は金仁培氏ι高宝と
86 1 8 東京都家立区に住んで 東京都足立区に住んで
g 1 25 表象する呪術儀礼） 表象する呪術儀礼）と
95 1 1 正午前ム涼ポサル 正午前ι議ポサル
104 3 構造二機能主義的な 構造＝機能主義的な
裏表紙 1 5 Takfumi Iida (71) Takafumi Iida (71) 
